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寒
さ
も
ひ
と
し
お
増

し
て
き
た
12
月
８
日
、

立
正
大
学
大
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
問
し
ま
し
た
。

当
大
学
は
、
１
５
８

０
年(

天
正
８
年)

日
蓮

宗
の
僧
の
教
育
と
研
究

研
鑽
を
淵
源
に
し
て
明

治
５
年
に
創
設
さ
れ
、
旧
制
大
学
の
ひ
と
つ

で
も
あ
る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
大
学
で
す
。

仏
教
の
単
科
大
学
で
男
子
学
生
が
多
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
女
子
学
生

が
全
体
の
４
割
程
を
占
め
、
現
在
は
８
学
部

14
学
科
で
、
来
年
度
に
は
８
学
部
15
学
科
を

有
す
る
総
合
大
学
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
熊

谷
と
大
崎
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
大
崎
広
小

路
駅
か
ら
徒
歩
１
分
の
立
地
に
あ
る
大
崎
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、
８
学
部
の
内
、
５
学
部
が
あ
り
、

約
７
０
０
０
名
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
施
設

を
は
じ
め
と
し
て
、
学
生
に
最
良
の
設
備
が

整
っ
た
都
心
型
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。

当
大
学
の
教
育
理
念
は
、
「
真
実
を
求
め

至
誠
を
捧
げ
よ
う
、
正
義
を
尊
び
邪
悪
を
除

こ
う
、
和
平
を
願
い
人
類
に
つ
く
そ
う
」
で

す
。
こ
れ
は
、
日
蓮
聖
人
が
１
２
７
１
年
に

撰
述
さ
れ
た
開
目
抄
の
誓
い
に
基
づ
い
て
、

第
16
代
学
長
石
橋
湛
山

先
生(

第
55
代
内
閣
総

理
大
臣)

に
よ
っ
て
現

代
風
に
示
さ
れ
た
も
の

で
す
。
当
大
学
の
ブ
ラ

ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
『
「
モ

ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
を
育
む
。
』
は
、

教
育
理
念
で
も
あ
る
「
真
実
・
正
義
・
和
平
」

を
現
代
社
会
の
教
育
的
課
題
を
正
面
に
据
え

て
具
現
化
し
た
も
の
で
、
モ
ラ
ル
と
幅
広
い

教
養
を
兼
ね
備
え
た
専
門
家
の
育
成
に
向
け

た
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
生
の
雰
囲
気
は
、
真
面
目
で
気
持
が
や

さ
し
く
、
コ
ツ
コ
ツ
と
地
道
に
頑
張
る
方
が

多
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

児
童
セ
ン
タ
ー
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
、
品
川
区
の
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
、
地

域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
サ
ー
ク
ル
活
動
も

盛
ん
で
す
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
も
活
発

で
、
硬
式
野
球
部

の
南
投
手
は
昨
年

の
ド
ラ
フ
ト
で
ロ
ッ

テ
か
ら
２
位
指
名

さ
れ
ま
し
た
。

大
崎
キ
ャ
ン
パ

ス
の
５
学
部
で
は
、

地
域
活
性
化
に
向

け
て
の
学
術
的
な
取
り
組
み
の
準
備
段
階
と

し
て
、
品
川
区
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
内

容
を
構
築
中
で
、
経
営
学
部
の
一
部
ゼ
ミ
で

は
、
地
域
の
活
性
化
や
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
商
店
街
等
と
連
携
を
深
め
る

活
動
を
す
で
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
も
自
由
に
参
加
で
き
る
公
開
講

座
、
特
に
品
川
区
に
在
住
、
在
勤
し
て
い
る

女
性
を
応
援
す
る
た
め
の
講
座
の
開
講
の
他
、

心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
で
は
専
門
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
地
域
の
方
々
の
各
種
相
談
に
の
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
立
正
大
学
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

３
４
９
２
ー
５
２
５
０

育
ち
ゆ
く
若
い
世
代
！

立
正
大
学

第

号

私
達
の
町
会
（
通
称
『
本
三
町
会
』
）
は
、

桜
並
木
で
春
に
な
る
と
、
か
む
ろ
坂
、
目
黒

川
沿
い
と
、
満
開
の
桜
で
活
気
付
き
ま
す
。

山
手
通
り
を
挟
み
、
目
黒
区
に
隣
接
す
る
住

宅
街
を
含
み
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
オ
フ
ィ

ス
、
不
動
前
駅
通
り
商
店
街
と
異
な
る
四
つ

の
顔
を
持
ち
合
わ
せ
た
町
会
で
す
。
平
成
22

年
４
月
に
は
、
町
会
内
に
初
め
て
設
置
さ
れ

た
公
園
『
本
三
く
じ
ら
広
場
』
が
完
成
し
ま

し
た
。
防
災
設
備
を
兼
ね
備
え
た
公
園
と
し

て
災
害
時
に
通
勤
避
難
民

の
休
憩
所
の
機
能
を
持
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
憩
い

の
場
所
と
し
て
い
つ
も
き

れ
い
な
花
が
咲
い
て
居
る

広
場
を
目
指
し
、
新
た
に

発
足
し
た
『
本
三
グ
リ
ー

ン
ク
ラ
ブ
』
の
メ
ン
バ
ー
が
先
頭
に
立
っ
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。
本
三
町
会
は
、
住
民
の

安
全
を
守
り
温
か
い
思
い
や
り
の
あ
る
人
間

関
係
を
育
も
う
と
若
い
方
々
を
巻
き
込
み
、

町
会
活
動
を
積
極
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。

本
三
町
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
品
川
区
内

で
い
ち
早
く
立
ち
上
げ
ま
し
た
、
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
:
o
s
a
k
i
-h

o
n
3
.
c
h
o
k
a
i
.
g
r
.
j
p

（
町
会
長
・
飯
野
記
）

町
会
紹
介
そ
の
⑨

大
崎
本
町
三
丁
目
町
会

回覧お願いいたします。

ご自由にお取りください。

目
黒
川
、
冬
の
サ
ク
ラ
開
花
宣
言
。
12
月

３
日(

金)

、
五
反
田
ふ
れ
あ
い
水
辺
広
場
に

て
、
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

目
黒
川
み
ん
な
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実

行
委
員
会
は
、
大
崎
で
育
つ
子
供
た
ち
の
心

に
“
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
”
と
“
夢
を
も
つ

こ
と
の
大
切
さ
”
を
届
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
桜
並
木
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。
17
日(

金)

か
ら
は
子
供
た
ち
の

夢
ツ
リ
ー
の
点
灯
も
開
始
。
目
黒
川
の
桜
並

木
と
五
反
田

ふ
れ
あ
い
水

辺
広
場
で
の

約
１
５
６
０

０
０
球
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、

さ
ら
に
地
元

の
小
中
学
生

の
夢
を
込
め

た
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
使
用
し
た
全
高
約
６
ｍ
の
夢
ツ
リ
ー

の
展
示
は
、
と
も
に
幻
想
的
な
ク
リ
ス
マ
ス

を
演
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
26
日(

日)

ま
で

の
３
週
間
、
冬
の
桜
が
咲
き
光
り
、
冬
の
新

名
所
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

目
黒
川
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

第
10
回
（
最
終
回
）

サークル紹介⑥

『さつき書道会』

昭和５１年５月に発足。五月

晴れの佳き日の発会にちなみ

「さつき書道」の名称にて活動

を開始しました。書に親しみ、

学び、実践に役立てることを柱

にし、それに加え、ある時は料

理教室もどき？また時には場外

でのカラオケ愛好会？等々、書

以外のお互いの交流にも熱が入っ

ています。はじめて仲間入りし

た方にも孤独感を感じさせない

雰囲気づくりを会員すべての人

が心得ていますので新入会の居

ごこちの悪さというものはない

ようです。30代から80代までと

層が幅広く、若い層からは元気

を、高齢者からは上手に生きる

術を学びとれる稀有なグループ

と自負しています。いちど会の

方にぜひ見学においでください。

連絡先 佐藤まで
３４９１ー１９２２



  

 

中原児童センター ３４９２－６１１９ キッズ館東五反田 ３４４３－１６２９ 平塚児童センター ３７８６－２２２８

地域の方が協力し意見を出し合って「はなぐるま」を作成しております。ご意見・ご感想や投稿などお気軽にお寄せください。

編集委員も随時募集中です！一緒に紙面作りをしませんか？ 古紙を配合した紙を使用しています。

編集後記少子高齢化の進むわが国ですが、わが街も例外ではありません。
誰もがやがて同じ道を歩いて行くのです。少し前を歩かれた人生の先輩
に対し、私たちも日頃から敬意を払い、親切にしていきたいものです。
わが街が高齢者の皆さんに優しく、住み易い街になるよう皆さん頑張り
ましょう！ （久保田）

上大崎シルバーセンター祭り
開催日 平成２３年３月５日（土）時間未定

観覧はどなたでもけっこうです。また、出演希望の方はぜひご登録ください。

連絡先 品川区立 上大崎シルバーセンター 祭り係 ３４４９－１７５０

年
の
瀬
や
あ
れ
も
こ
れ
も
と
昨
日
今
日

西
五
反
田
三
丁
目

加
藤
み
よ
子

枇
杷
の
花
根
付
の
小
鈴
蜜
と
鳴
り

西
五
反
田
四
丁
目

宮
森

和
子

行
く
年
や
喪
中
の
知
ら
せ
筆
重
し

一
声

雨
に
な
り
外
の
太
郎
は
早
仕
舞
い

共
に
帰
ろ
か
う
ん
言
う
次
郎

東
五
反
田
三
丁
目

津
田

豊

今
日
よ
り
は
優
れ
る
明
日
を
求
め
行
く

八
十
路
の
旅
に
飽
く
こ
と
も
な
し

西
五
反
田
六
丁
目

北
野

能
滋

だ
ま
さ
れ
る
年
頃
な
れ
ど
金
が
な
い

西
五
反
田
四
丁
目

飯
田

芳
郎

拾
円
で
金
運
願
う
初
詣

西
五
反
田
六
丁
目

久
保
田
公
二

あけましておめでとうございます。皆様には健やかに新年を迎えられた
こととお慶び申し上げます。昨年より、はなぐるまの毎月発行化が実現
し、今年の後半には、記念すべき第１００号を迎える予定です。世相を
反映した昨年の一文字は「暑」でしたが、編集委員の皆さんは「熱」の
思入れで奮闘しています。今年も愛読をよろしくお願いします。（白鳥）

産後ボディケア
２月１５日(火)１０：３０～１１：３０

対象 ０歳児親子 先着２０組 無料

内容 ママのボディケア体操、質疑応答

講師 北目助産師

チャイルドステーション事業

にこにこ♡タイム
２月１７日(木)１３：００～１４：００

対象 乳幼児親子 先着１０組 無料

内容 親子ふれあい遊びとおしゃべりタイム

講師 ふれあい遊びアドバイザー

石川睦子さん

親子リトミック
２月２３日(水)１３：００～１４：００

対象 １～２歳児の親子 先着２５組

内容 リズム遊びの指導 無料

講師 リトミック指導員 片柳千香子先生

幼稚園デビュー お弁当づくり
２月２５日(金)１０：３０～１１：３０

対象 乳幼児親子 先着２０組（実費）

内容 簡単で栄養たっぷりのお弁当づくり、

質疑応答

講師 千葉栄養士

各講座の申し込みは２月１日から

対象：4月から幼稚園に入園予定の親子

定員：20組(先着順) 受付：1/21(金)～

参加費：当日実費を徴収します

日時：3月12日(土)10:00～3:00

場所：品川総合体育館アリーナ

対象：小学生から高校生

内容：学年別個人戦及び交流試合

活動日: 2月2、9、16、23日(水)

時間: 16:30～17:15 低学年

17:15～18:00 高学年

18:00～19:00 中高生

定員: なし(当日、登録できます！)

品川区児童センター

「ふれあいリーグ卓球大会」
小学生・中学生・高校生のみなさん

３月１２日(土)午前１０時～４時予定
品川総合体育館に集まろう！
卓球を通してともだちと交流♪

今、参加者を大募集しています。

詳しくは各児童センターへ。

① パパ'sクラブ冬「講演会」
「パパだって子育てを楽しもう」
2月5日(土)14:00～16:30

講師・安藤哲也さん
（NPO法人ファザーリングジャパン）
募集 父親と高校生・大学生先着50名
★ママと子どもは、おやつ作り(50円)

② 朝食の大切さを見なおそう
2月10日(木)11:00～12:00

講師 溝部博子さん（品川栄養士会）
対象 概ね３才の親子先着１５組
参加費 150円（朝食の試作と試食）

③ チャイルドステーション事業
母乳育児相談
2月10日(木)11:00～12:00

講師 吉田久美子さん（桶谷母乳育児相談室）
対象 概ね10ヶ月までの乳児親子20組

①②③とも電話での申込み可


